


会社概要  

会社名 だるまエナジー株式会社 

代表取締役社長 古田 洋二 

事務所 

〒１０５−００１３ 
東京都港区浜松町１−９−１１ 
浜松町５５ビル ８階 
（電話＆FAX) ０３−６４３５−８９２０  

設立日 平成２５年７月 

どうして「だるま」？  
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高橋是清（1854年7月27日～1936年2月26

日）は、大蔵大臣を７期間、20代目総理大

臣、初代農林水産大臣、初代商工大臣、7代

目日本銀行総裁を務めた。また、特許庁を

創り上げ初代商標登録所長と初代専売特許

所長も務めた。高橋が５回目大蔵大臣の時、

日本は大恐慌のどん底で、彼が実施した金

融政策により劇的にデフレ状況を克服し、

日本の経済を1935年までに完全回復させた。

現在の日本の安倍晋三首相のAbenomics戦 

略は高橋の金融計画を参考にしていると言われている。高

橋の偉業を残すために彼のニックネーム「だるま宰相」の

名にちなんでだるまエナジーと命名した。 

 

会社概要  

会社名 株式会社 城東自動車工場 

代表取締役社長 鈴木 啓一 

創業 昭和 2年 １月 

会社設立 昭和 28年 3月 

本社・東京営業所・工場 
〒130-0022  

東京都墨田区江東橋2丁目3番5号 

代表取締役社長 鈴木 啓一 

会社現状  

     創業後、昭和27年自動車分解整備事業の認証を受け、昭和

28年に個人経営の事業から株式会社城東自動車工場と組織を変

更し、自動車整備に係わる仕事を行ってまいりました。  

     昭和34年に神奈川県川崎市に川崎工場を設立し、おもに車

体架装工場として営業を始めました。 昭和37年には本社工場

を４階建てのビルに改築し、整備面の充実を図るとともに、昭

和44年には神奈川県横浜市に横浜工場を設立。本社、横浜工場

ともに指定自動車整備事業の認可も受け、いわゆる民間車検場

としての業務、運営を発展させてまいりました。  

     地域社会に密着した整備工場として、また、東京三菱ふそ

う自動車販売（株）、神奈川三菱ふそう自動車販売（株）、い

すず自動車（株）の指定工場として、お客様のご要望にお応え

すべく、努力いたしております。  

     現在は、環境保護メンテナンスに配慮すべく、低公害車の

改造、整備にも積極的に取り組んでおります。今後も産業構造

の変化、社会環境の変化に柔軟に対応しつつ、社会に貢献でき

る企業を目指します。  



開発一覧  （古田洋二が実施した過去の補助事業実績）  
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平成15年 ブタンガス有効活用のための路線バス等におけるディーゼル代替ＬＰＧバスの普及可能性調査に関する調査 

 実施者：コープ低公害車開発株式会社・伊藤忠エネクス株式会社；LPG バス普及可能性検討委員会（委員長：慶応大学工

 学部教授 飯田訓正） 

平成16年  LP ガス自動車での海外規格容器・付属品での安全性実証調査に関する調査結果 

  実施者： 伊藤忠エネクス株式会社・海外規格容器調査検討会（伊藤忠エネクス・中央精機・宮入バルブ・ロタレックス

 ジャパン・コープ低公害車開発他） 

平成17年 ① ＬＰガス自動車普及拡大のための容器再検査方法の策定・輸出可能性調査 

 実施者： 伊藤忠エネクス・ＬＰガス自動車普及拡大課題調査検討会（中国工業・コープ低公害車開発・ロタレックスジャ

 パン・日産特販･ニッキサービス・ニッキソルテック・伊丹産業・東邦エコオートガス・サイサン・ヤナギ他） 

 ② ＬＰガス自動車におけるＤＭＥ混合利用可能性調査 

 実施者：エネクスマネジメントシステムズ・ＬＰＧ車におけるＤＭＥ混合利用可能性調査検討会（伊藤忠エネクス・片倉

 チッカリン・コープ低公害車開発・日産特販・ヤナギ他） 

 ③ 先進型LP ガス自動車でのＣＯ２削減効果と技術可能性調査 

 実施者： 日気サービス・コープ低公害車開発・伊藤忠エネクス・低ＣＯ２先進型ＬＰガス自動車技術調査検討会（日産特 

 販･いすゞ自動車・日産車体・ニッキ･ニッキソルテック･めいきん生活協同組合・パルシステム生活協同組合連合会・

 コープかながわ・コープしずおか・ちばコープ・コープぎふ・おおさかパルコープ・生活クラブ生協・大阪いずみ市民生

 協・コープえひめ・東都生協・伊丹産業・東邦エコオートガス・サイサン・ヤナギ・申請会社3社他） 

平成18年 ① ＬＰＧ業界でのＬＰＧ車化に向けたディーゼル改造ＬＰＧトラックの実現可能性調査 

 実施者：伊藤忠エネクス・デイーゼル改造LPG 技術調査検討会（伊藤忠エネクス、エネクス クリーンパワーエナジー、 

 三菱ふそうトラック・バス、島村精機、ロタレックスジャパン他） 

 ② 新エネルギーＤＭＥ／ＬＰＧ混合自動車による実走行による実用化 

 実施者：エネクス クリーンパワーエナジー・ＬＰＧ車におけるＤＭＥ混合利用可能性調査検討会（日産特販・ヤナギ） 

 ③ 流通合理化に向けたセルフ方式ＬＰＧスタンド可能性調査 

 実施者：東京オートガス・エネクス クリーンパワーエナジー・LPG スタンド流通合理化調査検討会（東京オートガス・ 

 エネクス クリーンパワーエナジー・島村精機・ロタレックスジャパン・中国工業他） 

 ④ 次世代ＬＰＧ軽自動車による2200 万台軽自動車のＣＯ２削減効果と技術可能性の実証 

 実施者：申請2 社（日気サービス・伊藤忠エネクス）、次世代LPG 軽自動車検討会（エネクス クリーンパワーエナジー・ 

 サイサン・ニッキ・ニッキソルテック・三菱自動車テクノサービス他） 

平成19年  ハイブリッドカーのＬＰＧ化実現可能性の実証と普及可能性調査 

 実施者：エネクスクリーンパワーエナジー株式会社、島村精機株式会社 
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開発一覧  

 

平成10年 （株）フラットフィールドと天然ガス車 開発  

 三菱ふそう製 6Ｄ17（４バルブ） 4Ｍ51 4Ｄ35 6Ｍ61  日野製 Ｊ05Ｃ  

 その他 ： ガソリンエンジン車をガソリンと天然ガスのそれぞれを燃料にして走行できるように改造し、 

 また、ディーゼルエンジンを天然ガスで走れるように改造 

平成11年 ＤＰＦ（ディーゼルパティキュレートフィルター）実証試験開始  

 (株)コモテックと共同でディーゼル車から排出されるすすを取り除くフィルターを車両に取り付け効果等の試

 験開始  

平成12年  ＬＰＧディーゼル車 試作に参画  

 (株)コモテックが実施したLPGを燃料としたディーゼル車の車両開発に参加  

平成13年  ＤＭＥディーゼル車 試作に参画  

 (株)コモテックが実施したDME(ジメチルエーテル)を燃料としたディーゼル車の車両開発に参加  

平成16年  シャーシダイナモ設備 導入 ＤＰＦ独自開発  

 ＮＯｘ・ＰＭ低減装置 開発及び規制適合の為の開発 製品化販売  

平成20年  簡易燃費計 開発  

 簡易的に燃料消費量をリアルにドライバーが目視で確認できる装置を開発 

平成20年  軽油とＬＰＧのデュアルフュエルシステムの開発  

 燃料費の削減を目的に、ディーゼル車を軽油とLPGの２種の燃料を同時に燃焼させるシステムに取り組む  

平成21年  軽油とメタノールのデュアルフュエルシステムの開発  

 燃料費の削減を目的に、ディーゼル車を軽油とメタノールの２種の燃料を同時に燃焼させるシステムに取り組む 

平成22年  電動自動車の開発  

 構内用の超低床の人員輸送車の開発を開始 

平成23年  ガソリンとメタノールのバイフュエルシステム開発  

 農山漁村地域資源有効活用推進事業 長崎バイオメタノール事業(農水省)からの発注で 軽トラックをガソリン

 とメタノールの それぞれを燃料にして走行できるように改造し納車した。また、ディーゼル車を軽油とメタノー

 ルのデュアルフュエル車にして納車 

平成23年  軽トラックをエンジン付電気自動車にする開発に着手した  

 特許、実用新案申請済み(特願2012-010703、実願2012-000286)  

平成24年 エンジン付ＥＶのナンバー取得  



最新デイーゼルトラックへLPガス添加し燃料費節減をトラック事業者等にＰＲする事業 

背 
景 

本事業では、LPガス業界（LPG車やLPガススタンド）の視点ではなく、「燃料費削減」というユーザーの要望レベルに直接PRを通じ体験させ、なおかつ 
過去の技術ではなく「現在の最新技術」を実証しPRする事業である。これにより、「燃料費用節減策としてのLPガス利用」「過去のLPG混合燃焼ではな 
く、デイーゼルエンジンもLPガスも最新技術で」「なおかつ、パワーと排気ガス性能の両立を求められる重量車のトラックで」を実証し、トラック事業 
者を中心に検証PRし、新たなLPガス利用を拡大しスタンド事業者の構造改善に資するものとする。 

●トラック・バス等の輸送に使われる軽油価格が大幅に上昇 
●輸送事業者の燃料費構成比率が17～38％まで上昇経営を圧迫 
●ＬＰ自体は、需要減少に伴う新規需要先の開拓が少ない 
●トヨタ、ニッサンがLPGタクシーから撤退 
●新たな自動車用途を開拓しないと、LPGスタンドインフラが
閉鎖される 

●シェールガスが２０１７年から日本に流入し、LP・天然ガスが変わる 

●海外では、新たな自動車燃料としてデイーゼル＋ＬＰを使用する
「デュアルフューエル」が開発されつつある。 
●過去にもデュアルフューエルは幾つもあるが、最新のデイーゼル
車ベースでは日本ではＰＲがされていない。 
●乗用車系は比較的技術ハードルが低いが、高負荷な重量車では、
シャーシダイナモの使用する必要があり1改造事業者には困難 

手 
 
法 

２社を事務局・実務団体として、トラックユーザー・学識経験者などと共に委員会をつくり 
事業推進を行なう体制とする。（城東自動車工場は過去に産総研LPG・DME車開発の実務機関） 

展 
示 
会 
・ 
学 
術 
発 
表 
で 
の 
Ｐ 
Ｒ 

だるまエナジー・城東自動車工場 

ＰＲ用検証自動車の準備 
(三菱ふそう2～4トン積ベース） 輸 

送 
事 
業 
者 
へ 
の 
ＰＲ 

効 
 
果 

●デイーゼルデュアル車は過去にもあるが、技術進歩により進化したＬＰ混合で、燃料経済効果を生み出すことのＰＲ 
●新たなＬＰの需要開拓先として、輸送事業者は有望であり、実際に実車でＰＲすることで関心を高め新たなLPG需要 
の拡大（コスト削減したいトラック輸送・LPガス業界の配送トラック向け） 
●ＬＰ業界での、タクシー利用量減少に代わる需要開拓先としてＰＲし、スタンド事業者の構造改善を図る 

概要  

検証自動車の 
運行プロジェクト 

実際に検証用トラックで 
シャーシダイナモでのデータ収集 

１．最大混合量の検証 
２．走行性能・経済性検証 
（実車を使い、城東自動車保有の 
 シャシーダイナモで検証） 

ユーザーでのＰＲ活動 

実際に検証用自動車を 
ユーザーに活用し、周知と 

関心を高める 

輸送事業者団体 
ユーザーサイド 
でのＰＲ・実運行 

１．輸送事 
業者・燃料 
事業者へ 
資料提供 
２．Web 
等で広く 
社会に周知 

技術可能性の 
ＰＲ 

（過去とは技術ベースが 
変わったことと 

重量車での可能性周知） 

技術対応力のＰＲ 
（最新技術＋重量車トラック対応） 

ユーザーへのヒアリング 
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石油ガス事業者構造改善支援補助事業 
 

１．補助主体 

  経済産業省・資源エネルギー庁石油流通課 

 

２．間接交付団体 

  日本エルピーガス団体協議会 

 

３．補助事業の目的 

 この事業は、国の補助金の交付を得て、液化石油ガス

（以下「LPガス」という。）販売事業者の構造改善を推

進するため、系列を超えた波及効果が見込まれる事業等

に対して必要な経費の一部を補助する事業（以下「補助

事業」という。）を行うことにより、消費者のLPガス販

売事業者に対する信頼性を高める等の地域社会における

信用力向上を図りつつ経営基盤の強化を図り、もってLP

ガスの安定的な供給及び取引の適正化の確保を図ること

を目的としています。 

 

４．平成26年度採択 

  83件申請のうち、75件採択。 

  （うち、遠隔監視システム推進が73件） 

プロパンブタンニュース掲載記事 
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プロジェクトの背景  

日本の輸送事業者の視点から： 
1. トラック輸送に使われるディーゼル価格が高止まり 
2. 全コストの17% - 38%が燃料代なので経営を圧迫 
3. 消費税アップでさらにコスト上昇 
 
LPガス業界の視点から： 
1. トヨタ、日産がLPGタクシーの製造を止める為 

LPガススタンド経営が立ち行かなくなる 
2. 低価格の米シェールLPガスが既に日本に来ている 
3. LPガス需要減少が続いており新規需要開拓が不可欠 
 
 
 
 

 
 

結論 

LPGとディーゼルのデュアルトラック 

何をしたいのか  

1. 過去にディーゼルとLPガスの混合実験は実
証済ですが最新ディーゼルエンジン「ク
リーン・ディーゼル・エンジン」との混合
燃焼は、トラックではまだ日本では行われ
ていない 

2. クリーンディーゼルとLPGの混合は： 
・燃料費削減にどのくらい繋がるのか？ 
・満タンでの走行距離はどうなのか？ 
・トラックのパワーはどうなるのか？ 
・排ガスはどうなのか？ 
    ・・・などをまとめて 

3. 実際にDual Fuel Diesel-LPGトラックを用意
してPR用のデーターを集める。 

それでどうするのか  

トラックユーザーにPRする 
a. 城東自動車工場の整備工場を既に利用
している運送会社に紹介する。 

b. 日本で営業をしている海外の運送会社
にも紹介する  

c. 国内のイベントでの展示 
d. 海外：2015年のWorld LPG Association 

Global Technology Conference @ シン
ガポールで発表する 
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ディーゼルと L Pガスの混合ってなにか  

 Mono Fuel： 一つの燃料で自動車が動く。一般的に知られているガソリン車、ディーゼル車、LP
車、等 
 

 Bi-Fuel： ２つの燃料を交互に使って自動車が動く。ガソリン・LPガス車の場合、ガソリンを使っ
てエンジンがスタートし、エンジンが温まると自動的にLPガスに変わる。手動でもLPガス⇔ガソリ
ンに切り替える事が可能です。 
 

 Dual Fuel： ２つの燃料を混合して、混ざった燃料を使って自動車が動く。今回のプロジェクトは、
ディーゼルとLPガスの２つの燃料を混合してトラックを走らせます。 

 
 
 

 
 

ディーゼルECU 

LPガスECU 

ディーゼル・タンク LPガス・タンク 

ディーゼルと L Pガスの混合システム構造のイメージ  

① トラックにはディーゼ
ルとLPガスの２種類のタン
クが積まれます 
 
② ディーゼルECUは
ディーゼルシステムを制御
します。新たにLPガス
ECUを作って既存のディー
ゼルECUと連携させて混合
システムを作り上げます 
 
③ ２つのECUのコラボで
ディーゼルとLPガスを最適
に混合させてエンジンを動
かします 

① 

② 

③ 
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シャーシダイナモを使ってモーター、エンジンと車両の設
計・検証を行います。後ろの車輪が乗っているローラード
ラムの回転力（トルク）を変更しながら自動車に負荷を与
えることが出来ます。計測したトルクと速度を使用して、
車両の性能を計測するので、実際路上を走らなくても上が
り坂・下り坂などの走り具合が明確に数字で表せます。 

工場にシャーシダイナモがある  

シャーシ 

エンジン駆動軸にダイナモを直接接続して、
車両が無くてもエンジン自体のテストが出来
ます。燃料システムがあるので燃費も計れる
し、排ガスも計れます。 

エンジン 

イ

ン

タ

｜

ネ

ッ

ト 

速

度 

ト

ル

ク 

ス

ロ

ッ

ト
ル 

冷却 

システム 

燃料 

システム 

燃料計 

データと警報のやり取り 

ド

ラ

イ

ブ

・

コ

ン

ト

｜

ラ

｜ 

ベストパートナーシップ  

城東自動車工場は、長年自動車整備をやってきた経験を通してトラックに関する専門知識が豊富で、
シャーシダイナモを所有し、使いこなす技術を持っています。今回のプロジェクトに必要な設備と技術を
有しています。だるまエナジーは、このプロジェクトで出来上がったトラックの実用化を推進するルート
とノウハウを持っています。 

トルク・速度 

ローラー

ドラム 

コントロール 

システム 

パソコンで 

微調整しなが

ら計測する 
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検討委員会の趣旨  

 

 

 

 

 

検討委員会のメンバー（案）  

事務局：   だるまエナジー  

実務団体：  城東自動車工場 

委員長：   金谷教授 

副委員長：  牧野編集長（月刊カー雑誌マガジンX元編集長） 

トラックユーザー：  ビューテックローリー、平野運送 

インフラ：  宇佐美鉱油（オブザーバー） 

業界団体：  東京都トラック協会 

 

このプロジェクトの最大の目的は、クリーン・ディーゼル・トラックをディーゼルと低価格のLPガス
を混合させて走らせることです。そしてこの高性能のトラックをトラックユーザーに宣伝して、彼らの
経費削減を実現し、今後のビジネス発展に繋げていく事です。しかし、いいトラックが出来上がっても、
政府や関連業界の理解が無いと持続可能な開発成果とは言い難いので委員会を設立します。 
 
検討委員会は２～３回程度の開催を予定しており、ここではプロジェクトの進捗状況を報告すると共に
委員会メンバーからトラックユーザーへの宣伝・売り込みを想定して効果的なアドバイスをいただくこ
とを主眼に置いています。 
但し、このプロジェクトの方向性や技術開発に関する方針決定は推進責任者の城東自動車工場とだるま
エナジーが行います。 
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PR用ベース車両 

 

三菱ふそう・キャンター 

（2トンクラス） 

車載専用車架装 
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PR用ベース車両の選定について 
 

１．最新型ディーゼルエンジンを搭載  （コモンレール燃料供給方式、DPF、VGT等装備） 

 

２．量販車種であること 2トン クラスマーケット 

  １）総保有 約８００，０００台、年間代替約８万台 

  ２）シェアが高いメーカーであること 

  ３）技術解析がしやすいこと 

 

３．展開 

小型トラックで検証し、最終的には大型へ展開したい （後改造部分を最小で） 

 

PR方法について 

１．専用ホームページでのPR 

  ・概要、作業進捗状況の告知（随時） 

 

２．小型トラックユーザーに対する燃費意識調査 

  ・小型トラックユーザーのうち、長距離の多い引越事業 

   社へアンケート調査 （１０月頃） 

 

３．車両準備後 

  ・展示説明会を対象事業者へ実施 （１２月頃） 

 

４．報告書／説明パンフレットの配布（１２月頃） 
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「ＳＳとＬＰＧスタンドの併設について」 
 
１．現在ＬＰＧスタンドは全国で約１８００カ所、利用者の９０％近くがタクシー。 
２．国の政策でタクシーの減車が数年前から実施され、台数は１０％以上減少傾向にある。 
３．トヨタ、日産がＬＰＧタクシー車の生産中止を発表 
 日産：２０１４年９月セドリックLPG生産中止（１年分のストックは持つ） 
    ⇒代替はNV200 
 
 
 
 
 
 
 トヨタ：２０１６年９月クラウン・コンフォート生産中止 
    ⇒代替はJAPAN TAXI 
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「ＳＳとＬＰＧスタンドの併設について」 
 
４．近い将来に燃料供給量が減り、ＬＰＧスタンドの経営は立ち行かなくなる危機に瀕している 
  が有効な対策をＬＰＧスタンド業界は打っていないのが実情。 
５．このため、今回の混焼トラックプロジェクトは危機に瀕しているＬＰＧスタンドを如何に守るか 
 も重要なテーマとなる。 
６．老朽化した既存のＬＰＧスタンドに依存することなく、規制緩和も含め、ＳＳとの併設ＬＰＧ 
 スタンドの実現を目指すことも重要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ↑既存LPGスタンド（ノンスペース型）         ↑併設型（同一アイランド不可） 
 
このため、日本最大のＳＳ、トラックステーションを保有する宇佐美鉱油殿に検討委員会にオ
ブザーバーとして参加して頂いた。 


